










　本症における経時的な間脳－下垂体一性腺機能は乳幼児期の過剰な

androgen 及び時には estrogen の影響を追跡する上て興味深いと同時に、長期

的にみて本症患児が現在の治療のもとに正常な思春期に移行できるかどうか判

定する上にも有効と思われ、本症の 11 例に治療前及び治療経過中に LH-RH テ

ストを施行した。本症における LH-RH テストに関する報告は多いが思春期及び

成人例に関するものが多く、幼小児期の報告は少い。


